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米島宏幸 (大阪大 ･院 ･生命機能)
屑特異的な遺伝子の発現は.大脳皮質の神経細胞
の分化の過程を理解する上で出となる現象である.卯5
層に豊富に発現している遺伝子のスクリー ニングによ
って,われわれはEts転写因子のER81が発生期から幼
君期にかけての笹歯類の大脳皮質全体の苅 5屑の神経
細胞の一部に発現していることを見出した.ER81は生
後2日のマカクの第5層ニューロンでも検出された.
生後 14日では発現量はかなり少なくなり.成獣ではin
situhybridization法では検出できなかった.逆行性標識
法と免疫組織化学法を組み合わせることによって,脊
髄や上丘に投射している大脳皮質節 5屑の神経細胞の
ほとんどがER81を発現する一方.対側の大脳皮質に投
射する節5屑神経細胞の約1/3がERSlを発現すること
がわかった.これらの結果は.ER81が節5層の神経細
胞のうちある一部の集団の分化に関与しているという
ことと.この機構は宙歯類と霊長類との間で保存され
ており,共通して利用されていることを示唆している.
13心臓に分布する頚胸部自律神経系の比較解剖学的
解析
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